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１９８５年松橋町（現在の宇城市）で起きた、いわゆる松橋事件で宮田浩喜さんが殺人犯として逮

捕・起訴され、裁判で懲役１３年が確定し、無実の罪で服役しました。

宮田さんは、服役後に再審を申立、２０１６年６月３０日、熊本地方裁判所（溝國禎久裁判長）は、

確定判決には重大な疑問が生じたとして再審開始を決定しました。

そもそも本件では、宮田さんと犯行を結び付ける物的証拠は全く存在せず、あるのは宮田さんの「自

白」のみです。被害者を刺したとされる刃物にも、「犯行着衣」にも血痕の付着を示す証拠は提出され

ていません。宮田さんを有罪とした原判決は、これらの矛盾にかかわる「自白」が捜査の進展に沿って

変遷していることを無視し、一方でこの「自白」には、犯行現場近くの民家の電気が点いていたことな

どの「秘密の暴露」があるとし、そのことなどを根拠に宮田さんの「自白」の信用性を認めていました。

弁護団は、新証拠として、①宮田さんが被害者を刺した切出小刀に巻き付けて犯行後に焼却してい

たと自白していたシャツの切れ端が存在することに関する証拠、②被害者の創傷は確定判決で凶器と

されていた切出小刀では成傷できないものであることに関する鑑定書、③宮田さんの自白によれば、

致命傷となった頸部の傷は、皮膚を直接突き刺したことになっているが、その傷はセーターの上から

刺されていることに関する鑑定書などを提出し、宮田さんの自白が客観的事実と矛盾し、信用できな

いことを明らかにしました。

熊本地裁の再審開始決定は、宮田さんと犯行を結び付ける決め手となる証拠は自白以外に存在しな

いと認めたうえで、弁護人が提出した多くの新証拠に新規性、明白性を認めました。そして、新旧証拠

を総合評価の結果、「自白の重要部分に疑義が生じており、確定判決には有罪認定は維持できなくなっ

た」として、再審開始を決定しました。

ところが、熊本地方検察庁は、宮田さんの無実を示す証拠を隠していたことを反省するどころか、不

当にも熊本地裁の判断は誤っているとして即時抗告を貴裁判所へ申し立てました。

宮田浩喜さんは、現在８４歳となり認知症の症状も進行し、一日も早い救済が求められています。

私たちは、貴裁判所が公平な裁判を実現し、松橋事件について検察の抗告を却下し、再審開始決定を

行うことを強く求めます。
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